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なわばり防衛はよく考えてから？
  ～侵入者のさえずりの高さと長さをもとに対応を決めるチフチャフ～

さえずるホオアカ Emberiza fucata 草原のめ
だつところでさえずる彼らは森林の鳥とは
さえずりの機能も違う？  撮影●内田 博

会話している時，口では「いい」と言っているけ
ど，表情見ると本当かなぁと思うときってあります
よね。そういう時はさらに，探りを入れつつ，ほか
の情報と合わせてどうすべきか判断することで，人
間関係がうまくいきます。まぁ読み違えて失敗する
こともありますけど。

鳥は表情はあまり豊かではありませんが，さえず
りとともにディスプレーなど，相手に伝えるための
いくつかの情報伝達手段をもっています。ただ，葉
などによって，姿が隠されてしまう森林では，さえ
ずり以外の情報の伝達はなかなかできません。では，
さえずりにいくつかの情報を乗せて相手に送ったり
しているのでしょうか？

Behavior Ecology 誌 に チ フ チ ャ フ Phylloscopus 
collybita が，さえずりの２つの要素をつかって総合
的な判断をしているのではないかという研究が掲載
されていたので，紹介したいと思います。

この研究を行なったのはチェコの Linhart さんたち
のチームです。さえずりにもいくつかの属性があり
ますが，彼らは，さえずりの音の高さ，そして，長
さに注目しました。まずこの２つの要素と個体の体
の大きさとを比較してみました。すると，声が低い
ことが身体が大きいことを意味し，さえずりの長さ
は関係ことがわかりました。

そこで，音の高低や長さの異なるさえずりを，な
わばりでながして，なわばり所有者の反応をみてみ
ると，さえずりの高低については，単なる高低では

なく，自分の声より高いか低いかをもとになわばり
主が反応していることがわかりました。自分の声よ
りも高い「自分よりも小さく弱そうな」個体の場合
はより積極的に追い払いに行くけれども，自分の声
より低い「強そうな」個体が近づいてきた場合はあ
まり近づかない，ということをしていそうなのです。

それに対して，さえずりの長さについては，自分
より長いか短いかは関係なく，長い声に対して積極
的に追い払いに行き，短い声はそうでもないという
反応を示していました。Linhart さんたちは，既存
研究も参考にしながら，さえずりの長さはなわばり
への侵入などの「モチベーションの高さ」を示して
いるのではないかと考えています。

チフチャフのなわばり個体はさえずりが自分より
高いか低いかによる相手の戦闘力の評価と，さえず
りの長さにより相手が侵入してきそうかどうかの評
価をあわせて，今防衛すべきなのか，それとも放置
しておくべきのかを決めて行動しているのかもしれ
ません。また，侵入個体の方も，そういうメッセー
ジを送って相手の反応を見極めつつ行動すること
で，労力すくなくなわばりを獲得できるのかもしれ
ませんね。
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